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－幸せは優しい音色とともに－

出 演：大阪すみよし少年少女合唱団

明浄学院高校吹奏楽部

帝塚山スタジオ（フラメンコ）

夕陽丘高校音楽科、蒲生絢子、

呉允栄、住本紗恵

会 場：メルパルクホール
（大阪市淀川区宮原４－２－１
ＴＥＬ ０６－６３５０－２１１１）

主 催：南大阪療育園新施設建設資金協力会

後 援：大阪市、
大阪市社会福祉協議会、
読売光と愛の事業団、
産経新聞大阪新聞厚生文化事業団、
毎日新聞大阪社会事業団、
朝日新聞厚生文化事業団、
ＮＨＫ厚生文化事業団近畿支局、
大阪府重症心身障害児・者を支える会
大阪市重症心身障害児・者を支える会

住み慣れた街で普通に暮らしたい
そんな願いに応える為の拠点として、大阪市で初めて
の施設が建設されることになりました。

日時：平成17年11月6日(日）
午後1:30～4:00(12:30開場)

皆様の御協力により、上記のチャリティイベントが盛大に催さ

れました。

出演いただきました皆様、並びに準備及び開催に力を貸してい

ただきました実行委員・スタッフの皆様、また、広報やチケット

の販売に御協力いただきました皆様、そして、御来場いただきま

した皆様に心から感謝申し上げます。本当に有難うございました。
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枚方療育園見学記

去る９月２６日（月）、昭和４４年に大阪府下で最初の重症心身障害児施設（以下を重症児施設とい

う）を開所された枚方療育園を見学させて頂きました。当園は定員４００名という全国的にも飛び抜け

た超大規模な施設であり、平成１３年に大阪府下で２番目に「四天王寺和らぎ苑」が開所されるまで、

３２年もの間、唯一の重症児施設として運営されてきました。

私達重症心身障害児（者）を守る会大阪支部が発足して１０年になりますが、枚方療育園の保護者会

とは殆ど交流を持つことが出来ずに今日に至っております。

今回は２年前に全面的に新築され、３００人が一同に入所されている新病棟（一病棟５０人で６つの

病棟、計３００人で構成）の内、特に医療ケアを必要とする病棟を見学させて頂き、施設の一端を知る

ことができました。短時間でもあり、全てを見学してではありませんが以下思いつくままに感じたこと

を列挙します。

１．大阪府の南の我が家から遠い位置（大阪府でも北側で京都府に近い）で、かなりの時間がかかりま

した。

・定員が４００名ということであまりの規模の大きさに驚きました。今後、地域福祉、在宅福祉

といわれる中、どのように進められていくのか大きな関心を持ちました。

２．一階玄関ロビーは、ホテルのような広さと吹き抜けの空間が確保されていましたが、園生の姿をそ

こでは殆ど見られませんでした。

・会議室で説明して下さり、ご案内して下さった総看護師長、並びに各病棟の看護師長、そして

職員の方々の若さに驚きました。

３．医療機関であり、生活の場でもある重症児施設の生活支援はどのようなものであるか関心のある事

項でしたが、生活面でのＱＯＬについてもっと知りたいと感じました。

・車椅子が利用される様子が見受けられず、移動が少ないようでした。しかし、職員さんが観察す

る上では、プレイルームが生活の中心であるので、安全面は確保されているように感じました。

・長時間いるプレイルームにも、当然中央配管ができており、部屋に戻らなくても、酸素吸入、

痰の吸引が素早くできるようになっており、安全面での配慮がそれなりにできていると感じま

した。

・各病棟のナースステーションの両側は、医療ケアが絶えず必要な方の部屋（４名×２カ所＝８

名）が続いており、職員が無駄な動きをせずに医療対応ができる構造になっていて、合理的な

配置がなされていました。

・入浴設備は、二病棟を挟んだ位置にあり、１００名の方が利用するには、それ程大きくなく、

一人ひとりに多くの時間をあてることはできないように思われました。

・食事介助を拝見することができなかったのは残念ですが、水分補給を含めて合理的になされて

いるように感じました。

４．一階の訓練室（ＰＴ・ＯＴ室、スヌーズレンルーム等）は、最新設備機器を取り入れられています

が、４００名となると、広い一カ所に集中されるより、各階において利用しやすい小訓練室があれ

ばいいなと感じました。

５．保護者会については、４００名全体の保護者会という組織ではなく、月一回各病棟単位で施設側と

保護者が懇談しているとのことでした。

６．２年前に新築されたばかりであり、医療機器等のハード面は規模的にはかなり備わっている様子で

すが、設備を生かす為のソフト面（職員の人員配置や研修等）をもう少しお聞きしたかったのと同

時に、一人ひとりの生活の様子を知るには時間が足りず物足りなかったように感じました。

「全国重症心身障害児（者）を守る会の北浦会長は常々「施設は園生が豊かに過ごす生活の場でもあ

ります」と話されていますが、全国的にみても地域間格差があり、重症児施設によって違いがあると感

じます。その意味では枚方寮育園は医療施設として、健康・安全を重点において運営されているように

感じました。今後、これにプラスして生活面での取り組みを更に充実し、大阪が誇れる施設になってほ

しいと思います。

これからは重症児施設も自立支援法の中での運営となり、厳しい時代を迎えようとしていますが、当

―２―
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事者である親、保護者が団結し、重症児者に代わり、施策の問題点を代弁提起し、多くの人に理解をし

てもらう運動を広げていかなければ、重症児者の生きていく道は一段と険しくなるであろうと感じた一

日でした。

記 見学者

みんなの
コーナー

■「エコウイン２１」金額：

２５０ｍｌ(約2.5リットル）＝１,０００円

５００ｍｌ(約５リットル）＝２,０００円

１０倍に希釈して使用します

■スプレー容器:２５０円(目盛付)※必要の方のみ

エコウインって何？

エコウイン２１は自然界に在る乳酸菌・酵母菌・光
合成細菌などの８０種以上の人にとって有用な微生
物群（善玉菌／蘇生菌）を集めて培養したもの。
酒や味噌・チーズなどの発酵食品に使われて
いる微生物と同じ仲間。

有用微生物群(＝善玉菌)が活躍する時代に

化学薬品・化学農薬に代わって、水質浄化・土壌
浄化・生ゴミ分解・畜産飼料などに広く活用され
るようになってきました。

快適・安全・便利
天然成分の除菌・消臭

好評発売中

★ 星空の公園の中皆集い花火に興ずる童心に帰り

★ 公園に皆集まりて花火する 光りの祭典楽しき歓声

★ 懐かしき線香花火の菊柳 織り成す模様の美しさ

★ 花火会 公園の中子供達(ら)のはしゃぎ廻りぬ平安の日々

★ 障害者出来ない事を嘆くより出来る事を感謝で生きぬ

★ 十年ぶり外出できし喜びも福祉削減で穴蔵へ戻りぬ

機関紙「支える」に投稿して下さい。

日常の事など表現してみませんか？

大阪府重症心身障害児・者を支える会
TEL 06－6624－2555
FAX 06－6624－2556 担当：清水

楽しい状況や積もる感情がよく伝わります。Ｎさんすばらし

い歌を有難うございます。

みんなの
コーナー

―３―

「皆さんの声」をお待ちしています。

歌

心

想
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「平成１７年度近畿ブロック勉強会」に参加して

四天王寺和らぎ苑 家族の会 津垣 良隆

平成１７年度近畿ブロックの勉強会が、９月３日（土）奈良県文化会館で開催されました。
講演のテーマは「障害者自立支援法（案）について」で講師は、厚生労働省障害福祉課課長補佐の隥本
英俊氏です。定員は２５０名でしたが、満席の状態でした。
大阪支部からは、なんと３名のみの出席で大阪支部の空いた席は、福井支部の方々にお譲りしました。

(参加申込後、追加の参加者が増えたために席が足りなかったそうです。）和らぎ苑家族の会の９月度の
役員会を中止して、この勉強会に参加する予定にしていましたが、８月８日に郵政民営化法案が参議院
で否決され、関連法案もそれに伴いましたので、「廃案になった法案の勉強会に行っても意味がない。」
との一部役員の私的な発言があり、その発言に賛同する役員も出てきたために家族会では自由参加とし
ました。その結果、残念ながら、会長の私１人の参加となりました。他支部の方々の多くの参加を目の
当たりにして、同じ重症心身障害児者をもつ親として、なぜ大阪だけが少ないのか疑問を感じました。

都道府県別人口で、近畿ブロックでは大阪：８６３万人、兵庫：５４７万人、京都：２６０万人、奈
良：１４３万人、滋賀：１３２万人、福井：８２万人の順で、人口の少ない県ほど予算が少なく、運動
をしっかり続けていかないと、障害福祉が後退するからではないかと思っています。

今回の勉強会の結論を先に申し上げますと、非常に有意義な勉強会で、約１時間半の講演と質疑応答
の４０分間は、時間が足りない位でした。
主な点を列挙します。
１．この法案は、衆議院を通過して、参議院で６時間審議された時点で８月８日を迎えて、現状では、

審議未了になっているために次期国会で再提出される。
２．当初この法案の施行時期は、平成１８年１月としていたが、審議未了により平成１８年３月以降と

なり、平成１７年度予算が変わってきた。予算の足りない部分は、市町村にお願いする予定である。
３．在宅サービスに係る予算の状況

１４年度：４９３億円、１５年度：５１６億円、１６年度：６０２億円、
１７年度：９３０億円で、このまま増えると平成２２年度は約２，０００億円となる。
国にこのお金はない。厚生労働省全体の予算は、６，０００億円、最大で７，２００億円位である。

４．サービスの地域格差を無くしていきたい。
これまでは、基準があって無かった。施設入所者について、ある施設はすべてＡ、また他の施設で
はすべてＣと判定している。

５．人口１万人当たりの支援費ホームヘルプサービス支給決定者数
全国を比較すると滋賀県と大阪府が、非常に多い。支援費最大７．８倍である。

６．全国の市町村で調査を行う。
どのような障害者が居られて、どういうサービスが必要かを調査する。
これを行わないと障害者施策は、変わらない。調査には、時間がかかるが、日本の障害者施策が出
てくる。これを発表していく。地域の格差を直していきたい。やらなければならないものは、近い
将来やる。再度見直しも行う。

７．精神病院におけるいわゆる７２，０００人の社会的入院患者の解消を図るとともに、
それらの者の地域における生活が円滑におこなわれるよう、必要な措置を講ずること。
これは、大きな問題でむつかしいが、計画性をもって動かしていく。

質問

１．障害程度区分の認定について、正当に認定出来ますか?

２．障害者の住民票を施設に移して、施設まかせになり、問題はありませんか?

３．現在の医療施設で、福祉型の入所者が多いと判定された場合、施設の運営はどうなりますか?（この

質問には、答えようがない。今まで甘い汁をすすっていたのか。国の救済は無い。経過措置をもう

けるので、健全経営をしていただきたい。）

４．施設に医療入院されている方で、福祉型?と判定された方は、他の施設に行かれるのですか?

５．強度行動障害者の施設を設置されますか?

６．保護者がいなくなった場合の成年後見人制度について。

等、沢山の質疑応答がありました。
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４
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「
大
阪
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学
技
術
セ
ン
タ
ー
」
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於
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て
、
お
し
ま
コ
ロ
ニ
ー
・
星
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丘
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行
動
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た
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取
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修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
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９
年
前
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お
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ま
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Ｃ
Ｈ
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あ
た
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の
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取
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強
度
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残
り
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Ｄ
Ｈ
Ｄ

な
ど
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あ
り
、
従
っ
て
９
０
％
が
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閉
症
の
障
害
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

な
ぜ
自
閉
症
の
人
が
行
動
障
害
を
示
し
や
す
い
の
か
？

そ
の
原
因
を
考
え
た
時

◆
自
閉
症
の
障
害
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
特
性
に

配
慮
し
た
養
育
・
療
育
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

◆
育
ち
の
中
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
必
要
な
も
の

が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。

◆
知
的
障
害
と
同
じ
療
育
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
（
自
閉
症

の
人
た
ち
と
は
違
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
。

◆
早
期
に
診
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さ
れ
て
も
、
育
て
方
が
ガ
イ
ダ
ン
ス
さ
れ
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お
ら
ず
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よ
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育
ち
の
ス
タ
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が
き
れ
て
い
な
い
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◆
感
覚
障
害
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
な
ど
に
対
し
、

彼
ら
の
側
に
立
つ
の
で
は
な
く
私
た
ち
の
側
で
考
え
て
し

ま
う
。
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
話
し
言
葉
だ
け
に
た
よ
り

(

自
閉
症
は
視
覚
的
に
考
え
、
理
解
す
る)

不
安
な
状
態
や
、

強
い
ス
ト
レ
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に
さ
ら
し
て
い
る
。

な
ど
、
私
た
ち
の
障
害
認
識
に
こ
そ
問
題
が
あ
っ
た
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と
を

再
度
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
「
自
閉
症
の
障
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特
性
と
困
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性
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な
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で

強
度
行
動
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。
分
か
ら
な

い
で
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
苦
痛
を
強
い
て
い
る

か
」
と
い
う
こ
と
を
何
度
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
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一
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と
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機
能
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ベ
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」
と
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で
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標
の
設
定

◆
日
課
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
示

◆
物
理
的
構
造
化

◆
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

◆
視
覚
的
に
明
確
に
伝
え
る
配
慮
（
見
た
だ
け
で
分
か
る
よ

う
に
）

◆
ル
ー
テ
ィ
ン(

決
ま
っ
た
手
順
や
習
慣)

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
こ
と
に
、
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

続
い
て
、
支
援
す
る
ス
タ
ッ
フ･

職
員
の
行
動
障
害
を
示
し
て

い
る
方
た
ち
へ
の
対
応
で
は
、

・
手
探
り
の
い
い
加
減
な
対
応

・
行
動
障
害
に
対
す
る
単
純
な
制
止

・
結
果
だ
け
を
見
て
対
応
を
考
え
る

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
さ
れ
、
状
況
や
原
因
等
を
検

討
し
、
予
防
の
た
め
の
工
夫
や
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
状

況
を
調
整
す
る
こ
と
な
ど
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
説
明
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

星
が
丘
寮(

６
０
名)

は
自
閉
症(

成
人)

に
特
化
し
た
機
能

を
も
ち
、
５
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
か
れ
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
閉
症
の
人
た
ち
の
幸
せ
を
考
え
、
必
要
な
こ
と
は
適
切
な

支
援
を
す
る
方
法
論
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
証
さ
れ
て
き
た
経

緯
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

今
、
施
設
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
暮
ら
し
の
場
、
生
活
の
場
で
あ
る
施
設
で
安
定
し
、
日
中

活
動
や
余
暇
の
場
と
し
て
地
域
展
開
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
超
え
よ
う
」
と
職
員
の
方
々
は
話
し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。

「
支
え
る
会
」
が
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
原

点
と
も
い
う
べ
き
、
お
し
ま
コ
ロ
ニ
ー
で
の
実
践
も
、
月
日

を
重
ね
進
化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。

（
ｓ
・
ｓ
）

おしまコロニー・星が丘寮
施設長 寺尾孝士氏
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大
阪
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

〒
五
六
五
―
〇
八
五
一

吹
田
市
千
里
山
西
六
―
二
七
―
二

定
価

五
〇
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

昨
今
の
大
き
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
企
業
が
野
球

団
や
テ
レ
ビ
事
業
に
進
出
と
社
会
を
騒
が
せ
て
い
ま

す
。
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
現
在
の
価
値
が
世
間
よ

り
低
い
の
で
適
正
な
価
値
に
ひ
き
上
げ
、
お
互
い
が

得
を
す
る
よ
う
な
経
営
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

自
立
支
援
法
が
成
立
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

お
金
に
困
っ
た
こ
の
国
は
一
番
弱
い
立
場
の
方
か
ら

節
約
を
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
家
計
の
節
約
は
普

通
贅
沢
を
我
慢
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

若
者
も
老
人
も
子
供
も
日
々
命
を
一
番
大
事
に
し

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
命
そ
の
も
の
の
一
番
弱
い
立

場
の
方
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
命
の
価
値
を
ひ
き
上

げ
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
早
く
彼
ら
の
輝
き
に
気
づ

い
て
ほ
し
い
で
す
。
（
Ｍ
・
Ｓ
）

編

集

委

員

一

同

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

編
集
・
責
任
者

（

事
務
局

）

〒
五
四
五
―
〇
〇
二
一

大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
五
―
一
五
―
二
八

育
徳
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
六
―
六
六
二
四
―
二
五
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
六
ー
六
六
二
四
ー
二
五
五
六

運
営
委
員
長

鈴
木

祥
子

郵
便
振
替
口
座

〇
〇
九
三
〇
ー
九
ー
六
九
五
九
八

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

編

集

後

記

「支える会」事務局
〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内
ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメールや

掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へ

リンクあり！

《会費納入のお願い》

既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを賜り

ますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞ ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵 便 振 替＞ ００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

日 時：平成１８年１月２１日（土）午前１０時～午後４時

会 場：大津市・コラポしが２１ ３階大会議室（予定）

テ ー マ：１，成年後見制度と障害者自立支援法

講師；滋賀県社会福祉士会理事 石川 肇氏

２，重度重複障害者の合併症について

講師；第二びわこ学園副園長 小川 勝彦氏

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。


